
［ 仮並べ ］
◇ 施工 1 週間前には開梱し、施工現場に馴染ませるために 2 〜 3 日は仮並べしてください。

［ クリアランス ］
◇壁際には必ず 12mm の隙間を設けてください。
◇ビニル巾木の使用は避けてください。
◇気候条件、季節、室内などの影響を考慮し、フローリングの密着部分に隙間を空けて施工することで、施工後の突き

上げを回避できます。特に乾燥した冬季に施工する場合は、湿度が高くなる季節に材料が伸びることを考慮して隙間
を設けてください。複合フローリングは 5 〜 10 枚おきに、フローリングの密着部分に名刺 1 枚分程度の隙間を設けてください。

◇施工スパンが 8m を超える場合は、8m 毎に 10mm のエキスパンションを設けてください。
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4回目以降はくり返しとなります。

次の右側のモジュールの板A1.A2も同様に
上部端部分を真直ぐ切り、施工場所の一列
目まで繰返し行ないます。

Point② 〈短手を切断〉

Point①
垂平ラインを出すポイント。A1の左上角とA2の
右上角を垂平の基準としてカットしてください。

〈長手を切断〉

①施工について

 手 順

●カーブエイトは釘・糊併用工法で施工します。

ステップ②
箱から板を出し裏面にある記号を見ながら
図の順でさねを入れて仮並べしてください。

ステップ③

ステップ①

ステップ④

接着剤

板の長辺および短辺の溝側が必ず開始部分の角に合う
ようにA1を設置します。ここでは、上部、左上隅と
します。

（図1）のようにクリアランスを取り、（図2）のように1列目（A1.A2）2列目（A3.A4）3列目（A5.A6）4列目（A7.A8）の順でくりかえし、
釘と糊で施工します。

① まず1列目はA1.A2をくりかえします。
② 次に2列目はA3.A4をくりかえします。
③ 続いて3列目はA5.A6をくりかえします。
④ 最後に4列目はA7.A8をくりかえします。
⑤ ①番から④番をくりかえしてください。

注：8mで10㎜のエキスパンションを設けてください。

＋

［ 合板捨貼下地 ］
◇ 根太下地、根太に使用する材料は充分に乾燥したもので、仕上げ材を

貼り込むのに必要な強度を有するものとします。
◇ 根太間隔は 300mm 程度として均等に配置してください。
◇ 必ず 12mm 以上の耐水合板を捨て貼りしてください。この場合、床

［ 合板捨貼下地への施工 ］
◇ フローリングは、根太に直角に施工します。
◇ 接着剤と釘の併用で施工してください。
◇ 接着剤は、木質床材用ウレタン樹脂系接着剤を使用してください。

部分塗布を避け、くし目コテ等で下地全体に塗布してください。
木工用ボンドは使用しないでください。床鳴り及び黒シミの原因になり
ます。

◇ 釘は長さ 38 〜 45mm のスクリュー釘を使用してください。（釘の長

鳴り、たわみ、目違いがないように注意してください。
◇ 下からの湿気が多い場所では、0.1mm 以上のポリエチレン防湿フィ

ルムを敷くなど、湿気対策をしてください。
　（防湿フィルムは合板と下地の間に敷いてください。）
◇ 遮音マットシートに直接施工しないでください。

さは材厚の 3 倍以上としてください）
◇ エアガンで釘を雄サネの上面入墨部に 45°の角度で、打ち込んでくだ

さい。釘の間隔は 300mm 程度です。エアガンがない場合はドリルで
穴をあけ、釘を金槌で打ち込み、ポンチ等で叩いて入れてください。

◇ 釘は下地合板を通して根太にしっかり固定してください。
◇ 木質なので反りや変形があります。施工時には矯正しながらはめ込んで

ください。

［用途］ 木質下地剤とフローリングとの接着
※ 床暖房フローリングにも使用できます。
※ コーキングガンが必要です。（商品に含まれていません）
※ 直貼り工法には使用できません。

［標準塗布面積］約 6 ㎡ /1 本（850ml）
［販売単位］1 本単位
［販売価格］¥1,500/ 本
［標準貼付可能時間］　夏季：約 20 分　冬季：約 60 分
［標準硬化時間］　夏季：約半日　冬季：約 1 日

専用接着剤（釘・糊併用工法用）  

アドボン 8000E
（AB-8000E）
1液ウレタン樹脂系フローリング用接着剤

認定区分：JIS

F☆☆☆☆

カーブエイトの施工方法

直角ラインを出すポイント。A1の左端から45cm
（A3左端に合わせた長さ）のところでカットして
ください。

直角を正しく出し、貼り出す2辺をカットしてください。

※後で使用できるよう切り取った板の番号の付いていない
方に同じ番号を記すようにします。

クリアランスを取ってください。

クリアランスを取ってください。

図2図1
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［販売価格］￥28,000/ 缶  ［販売単位］1缶 /2.5ℓ

［標準塗布面積］約 80㎡ / 缶  ［標準塗布回数］1回塗り

スーパーグリーンプラスは、オイル仕上げと同時に着色もできるフローリング専用カラーオイルです。

豊富に揃えた色は全12色。UVラッカー仕上げのフローリングにはない、個性的な色にすることもできます。

ナチュラル

WO-25TBVS.500

リッチモンド

WO-25TBVS.210

マンハッタン

WO-25TBVS.040

パサイク

WO-25TBVS.112

クイーンズ

WO-25TBVS.004

ブロンクス

WO-25TBVS.006

ホワイトプレイン

WO-25TBVS.111

ウエストチェスター

WO-25TBVS.211

ハドソン

WO-25TBVS.600

ブルックリン

WO-25TBVS.219

ベルゲン

WO-25TBVS.002

パットナム

WO-25TBVS.169

②塗装について  施工について

フローリング用自然塗料

天然成分 98％、1 回塗りで仕上がる自然塗料
アメリカン・ウッド・オイル 
スーパーグリーンプラス  

カーブエイトは無塗装フローリングです。施工後は必ずアメリカン・ウッド・オイル スーパーグリーンプラ
スを塗装して仕上げてください。

カーブエイトの施工方法

1. 下地の点検 ① 平滑さ ② 乾燥 ③ 強度 ④ 汚れ を点検します。

2. 割り付け・墨出し
●施工現場を実測し、割り付け図をもとにして、割り付け、墨出しをします。

3. 材料保管
●材料保管の善し悪しによって仕上がり状態が左右されます。
①乾燥した平坦な室内に保管し、直射日光は避けてください。
②室内温度10～25℃、湿度75％以下での保管が最適です。

床タイル

4. 材料確認
●品番・ロット番号・数量を確認し、同一場所に他のロットのものが混在しないようにしてください。

5. 養生
●10℃以上に保たれた室内の平滑な場所でタイルを箱から取り出して、表面を上にして1～2日程度

積み重ね、クセを取り除いてください。特に冬季はクセが取れにくいので、必ず箱から出してくだ
さい。

表面 

6. 貼り付け・目違い・修正・圧着

●施工する部屋の中心を基準にして、直
角に交わるタテ、ヨコの基準線を墨出
しし、部屋を4区分します。出入り
口、廊下、壁面などには極端に小さな
カットが入らないように、中心点を調
整して割り付けてください。

●基準線に沿って基準タイルを施工します。
●施工はピラミッド工法（図1）のよう

にすすめてください。
●製品によって流し貼り又は市松貼りに

て貼ってください。

二重床（OA下地）に施工する場合の注意
●下地パネルの段差は1㎜以内、隙間は2

㎜以内になるよう、レベル調整を正確に
行ってください。

●15℃以上の室温になじませてから施工
してください。タイルと室温に温度差が
あると施工後突き上げ、目地隙を引き起
こす原因になります。

●タイルのつめすぎは、施工後突き上げ
の原因になります。

●図2のように下地パネルの目地をまたぐ
ように、1/2ずらして割り付けしてくだ
さい。これは、下地の不陸が表面に現れ
にくくすると同時に水などをこぼした場
合に、直接パネル下に落ちるのを防ぐた
めです。

タイル 

下地パネル 図2

●目違い修正は、圧着する前に全て完了
させてください。

●接着可能時間内に75kg以上のローラ
ーなどでよく圧着します。

●接着剤が硬化するまでは、冷暖房によ
る急激な温度変化や直射日光は避けて
ください。

●壁際などの端部は、隙、浮きのないよ
うに納まりよくカットし、ハンドロー
ラー等で入念に圧着してください。圧
着不足は接着不良につながり、後日突
き上げ、剥離などを引き起こす原因に
なります。

●接着剤は、ピールアップ接着剤（アク
リル樹脂系エマルジョン形）をご使用
ください。

図1

流し貼り 流し貼り（ウマ貼り）

1625 Nebula SERIES

市松貼り 流し貼り（ウマ貼り）

1621 Grid SERIES

ボブテックスフロアーの施工方法とメンテナンス
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